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６月７日(金)、ベネッセコーポレーションの諸武颯さんをお招

きして、3 年生を対象に進路講演会を実施しました。「この夏か

ら人生を切り開く」をテーマに最新の入試動向、自己分析をして

戦略的に学習することの重要性などについてお話ししていただき

ました。高総体を終え、これから多くの生徒が本格的に受験に挑

むことになります。「一度きりの人生、今、この時をどう過ごす

かが大事」諸武さんの熱い言葉に生徒全員が心を動かされました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

校長室から 校 長 渡崎次郎 

島高だより 
令和６年６月号  
（通巻第 219 号） 
長崎県立島原高等学校 
編集：教育企画部 

私が以前勤務していた鳴滝高校通信制は、日曜日に授業があるので、基本的に火曜
日が振替休日になっている。嫁さんはイオン○○店で働いている。私と休みを合わせ
るために、「火曜市」で忙しいにも関わらず、火曜日を休みにしていた。イオンさ
ん、ごめんなさい。 
私にとって火曜日は、「不燃ゴミ・資源ゴミ提出の日」であった。不燃ゴミ・資源

ゴミの収集が水曜日の朝なので、火曜日の夕方には忘れずに、必ず、喜んで提出しな
ければならない。 
その日も私は、右手に不燃ゴミ、左手に資源ゴミを携えて、ゴミ収集所へ向かっ

た。口には当然不織布マスク。「コロナ禍はいったいいつまで続くのか？」そんなこ
とを考えながら、難しい顔をして歩いていた。すると前方に、ピンク色のランドセル
を背負って、お母さんと手をつないで歩いてくる小学１年生くらいの女の子を発見し
た。２人で楽しそうに話しながら、ゆっくりこちらに向かってくる。私は成人した２
人の娘たちの顔を思い浮かべ、娘たちもこれくらいの時があったなあと思いながら歩
き続けた。 
「このままだと、すれ違うときに不燃ゴミたちが邪魔だ。」と思い、資源ゴミを前

に、不燃ゴミを後にして身体をひねろうとした瞬間、「おはようござい、あ！  間違
えた！ こんにちは！」と、とっても元気な挨拶が飛んできた。お母さんは横でニコ
ニコ微笑んでいる。たとえようのない幸せな気持ちになった私は、不織布マスクが外
れそうになるくらい笑顔になって、「こんにちは！ありがとう！」と返した。  
 すれ違った後も、ゴミ収集所からの帰り道も、私はずっと笑顔だった。そして気付
けば、「火曜日は なんかちょっと 嬉しい♪ 火曜日は なんかちょっと ワクワク
♪」と、「火曜市」の歌を口ずさんでいた。「挨拶の力」って凄い。この日から、毎
週火曜日が楽しみになった。 
島原高校では、私が、「イエス！」と挨拶すると、生徒 

の皆さんが、「イエス！」と返してくれる。学校でも、街 
中でも、部活動の試合会場でも。ありがたいことだ。 
 「挨拶」は、人の心を幸せにしてくれる力がある。 
 島原高校に関わる全ての方々が、幸せになりますように。 

 

 

 『挨拶の力』 

 

 

方や近隣の高校、中学校の先生方に多数ご来校頂き、本校の様子をご覧いただきました。

「地域に開かれた学校」として、今後もこのような活動を展開していきますので、是非

授業公開 

７月の主な行事予定 
 
６日(土) 進研実力テスト(１・２年) 

進研記述模試(３年) 
７日(日) 進研記述模試(３年) 

１０日(水)  球技大会 
１３日(土) 土曜講座(３年)   
１６日(火)  三者面談(～8/2) 

１９日(金) １学期修了式 
       大掃除，全国大会壮行式 
２０日(土) 土曜講座(３年) 
２６日(金) 第１回オープンスクール 
 

★校内学習会(１-２年) …7/22～25 
★夏季補習(３年) …7/22～25 
★校内学習会(３年) …7/29～31 

高校総体の興奮冷めやらぬ６月６日（木）、シーハット大村さくらホールにおいて、

今年度の県の理数科課題研究発表大会が開催されました。今年度で１８回を数えるこの

大会ですが、今回が「理数科」の名を冠する最後の大会となりました。長崎北陽台・大

村・猶興館に本校を加えた理数科を有する県立高校と、昨年度文理探究科が新たに設置

された佐世保南高校を含めた５校の生徒が一同に会し、それぞれの学校が１年をかけて

研究してきたテーマについて発表を行いました。いずれ劣らぬ独自性あふれる研究でし

たが、長崎北陽台高校の「ウノアシガイ」に関する研究が最優秀賞に輝きました。本校

からはメダカ研究を行った生物班と、ニンジン研究を行った化学班が出場しましたが、

僅差で最優秀を逃し優秀賞を獲得しました。 

またこの大会と並行して同会場において「国際探究研修・交流会」が開催されました。

次年度が第 1 回となる国際探究の研究発表会に先立ち、文理探究科５校の生徒が学校

の垣根を越えて交流を行いました。当日は JICA デスク長崎の小田智子様を講師として

お迎えし、異文化共生の意義について学ぶことができました。 

 
 

 

開催地区 日　時 場　所

吾　妻 ６月２４日（月） 　吾妻ふるさと会館

雲　仙 ６月２５日（火） 　国見農村環境改善センター

島　原 ６月２６日（水） 　島原高校

南島原 ６月２７日（木） 　ありえコレジヨホール

北有馬 ６月２８日（金） 　北有馬ピロティホール
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今年度も、島高生は死力を尽くして頑張りました。優勝旗を４本持ち帰り、インターハイ出場の

種目も多数あります！！夏の北部九州総体(インターハイ)にご期待ください。また、多くの部活動

が、２年生を中心とした新体制になって、次の目標に向かっています。 

剣 道 部   

男子団体      優勝(インターハイ、九州大会出場) 

女子団体      優勝(インターハイ、九州大会出場) 

女子個人 第 2 位(インターハイ、九州大会出場) 第 3 位(九州大会出場)2 名 

レスリング部   

男子団体      優勝 (インターハイ、九州大会出場) 

男子個人  51ｋｇ級 第 2 位(九州大会出場) 第 3 位 

55ｋｇ級 優勝(インターハイ、九州大会出場)         

60ｋｇ級  優勝(インターハイ、九州大会出場)  

65ｋｇ級  優勝(インターハイ、九州大会出場) 第 3 位 

71ｋｇ級  第 2 位(九州大会出場)  第 3 位 

80ｋｇ級 第 2 位(九州大会出場)  

女子個人   68ｋｇ級 優勝(インターハイ、九州大会出場) 

ソフトテニス部   

男子団体   第 3 位  

弓 道 部   

男子団体  第 3 位                       

女子団体       優勝(インターハイ、九州大会出場) 

女子個人  優勝(インターハイ、九州大会出場) 

陸上競技部   

男子 100m   第 2 位(北九州大会出場) 

男子 200m   第 2 位(インターハイ、北九州大会出場) 

男子 5000mW 第 4 位(北九州大会出場) 

男子ハンマー投  第 5 位(北九州大会出場) 

女子 100m   第 2 位(インターハイ、北九州大会出場) 

女子 200m    第 2 位(北九州大会出場) 

女子 100mH    第 4 位(北九州大会出場) 第 5 位(北九州大会出場) 

女子 4×100mR  第 4 位(北九州大会出場) 

女子 4×400mR  第 5 位(北九州大会出場 

 

       


